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2027年3月期 第１四半期決算概要（連結）ー前期比ー
2027年3月期 第１四半期決算実績

25年第１四半期 26年第１四半期 増減額 増減率(%)

売上高 639 666 +26 +4.2

営業利益 11 20 ＋8 +79.9

経常利益 10 26 ＋15 +146.6

親会社株主に帰属する
当期純利益 0 14 +14 ー

単位：億円
(億円未満切捨て)

＜第１四半期決算概況＞

◆ 売上高は、北米のシート販売及びアジアの部品販売が堅調に推移したこと、また為替（円安）影響により増収となりまし

た。営業利益は中国において前期の事業再編効果の剥落があったものの、中南米でのパフォーマンスの改善と全社で取り

組む収益改善効果により増益となりました。

◆ 経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、中南米の収益改善効果と為替差益が主な増加要因となりました。
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業績変化の要因（連結）ー前期比ー 為替レート (JPY)
25年Q1 26年Q1
USD=154.09 USD=155.34 12月決算会社

USD=145.32 USD=158.80 ３月決算会社

MXN=   7.52    MXN=    8.88
RMB= 21.11 RMB=  22.39

41

単位：億円

地域別 圏別

(億円未満切捨て)

2027年3月期 第１四半期決算実績

売上高

666 圏別 増減率

292 ホンダ圏 +23.7%

160 日産圏 -15.2%

103 三菱圏 -1.5%

67 トヨタ圏 +2.9%

41 その他 -1.8%

25年Q1 26年Q1

639

639 666 地域 増減額 増減率

241 日本 -7 -3.2%

129 北米 +39 ＋44.5％

246 中南米 -19 -7.3%

48 アジア +14 ＋40.5％

25年Q1 26年Q1       合計 +26 ＋4.2％

639
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営業利益の増減要因分析（連結）ー前期比ー

営業利益 部品ビジネスの増加及びパフォーマンス向上により増益
単位：億円

(億円未満切捨て)

2027年3月期 第１四半期決算実績
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東南アジア及び中国での
部品ビジネスの増加 +5億円

6

20

20

-17

・中南米のおけるパフォーマンスの良化 +20億円
・日本において中東情勢による市況影響 -1億円

・中国における事業再編前年効果剥落 -11億円 
・中南米における為替影響 -6億円

25年Q1 26年Q1

20 地域 増減額

5 日本 -1

4 中南米 +15

10 アジア -3

-0 北米 -0
25年Q1 26年Q1 合計 +8

11
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営業利益の増減要因分析（連結）ー前期比ー 主要地域別

営業利益 単位：億円
地域別

(億円未満切捨て)

2027年3月期 第１四半期決算実績
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【北米】 一過性の損失を台数を台数増加により挽回【日本】 市況影響による減益も前期の営業利益を維持
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新規受注モデル開発費

販売台数12千台増加

【アジア】 部品ビジネス増加により前期影響をカバー【中南米】 パフォーマンス向上により黒字化
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部品ビジネス増加
事業再編に伴う
前年一過性の増益分剥落
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25年Q1 26年Q1

中東情勢による市況影響

25年Q1 26年Q1

25年Q1 26年Q125年Q1 26年Q1

20 地域 増減額

5 日本 -1

4 中南米 +15

10 アジア -3

-0 北米 -0
25年Q1 26年Q1 合計 +8

11
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業績変化の要因（連結）ー前期比ー

親会社株主に帰属する

当期純利益

単位：億円
(億円未満切捨て)

親会社株主に帰属する当期純利
益は、営業利益同様に中南米の
収益改善効果と為替差益が主な
増加要因となりました。

2027年3月期 第１四半期決算実績

14 地域 増減額

5 日本 +1

0 中南米 +13

8 アジア -0

2 持分法 +1

-1 北米 -1

25年Q1 26年Q1 合計 +14

0
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補足説明１FY26 Q1決算の外部環境影響について

外部環境要因 当社のQ1決算影響

➢ 現時点では台数影響はほぼなし
➢ 一部の部品の供給確保が困難になっているものの、
サプライヤー、得意先と情報共有し、速やかに対応中

➢ コスト上昇分は得意先と共有、影響について協議中

為替影響
➢ 決算時の換算影響以外では、2025年１月以降の
メキシコペソ高/米国ドル安のトレンドが継続し、中南米に
おける営利段階の為替影響は-６億円（前期比）

中東情勢
販売台数やサプライチェーンの影響について

令和８年熊本地震
７月28日に発生した熊本地震により、お亡くなりにな
られた方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、
被災されました皆様に心からお見舞い申し上げます。

➢ 関係各社の状況を継続的に確認中
➢ 現時点で当社グループの生産活動および業績への
重要な影響は確認されておりませんが、今後影響が発
生した場合には適時適切な対応を実行いたします

メキシコペソ（MXN)/米国ドル（USD)
25年Q1 → 26年Q1

20.4MXN/USD → 17.5MXN/USD
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事業会社情報

地域別決算期と売上高（2026年3月期 通期実績）

日本

40％

米国
414億円

15％
ホンダ

中南米

39％

ホンダ
日産・三菱
日野・トヨタ

メキシコ
日産・ホンダ

ホンダ・日産
奇瑞・三菱

ブラジル
日産・ルノー

1,5001,190

連結売上高

3月決算 12月決算

億円
億円

2,690億円

アジア
152億円

6％

1,037億円

1,085億円

補足説明２



本資料についてのご注意

本資料に記載されている将来に関する見通しは、現時点

で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、

不確実性やリスクを含んでおります。

したがって、実際の結果は様々な要因によって見通しと異

なる可能性がありうることをご了承下さい。
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